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広
域
行
政
の
一
元
化
を
実
現
す
る
に
は
！

　
　
　
茂
田
信
三 

議
員

 

高
齢
者
の
健
康
を
目
指
し
て　

　
　
中
村
博
美 

議
員

は
水
海
道
地
区
、
石
下
地
区

そ
れ
ど
れ
に
月
２
回
ず
つ
実

施
。
６
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
約

１
３
０
人
参
加
。「
シ
ル
バ
ー

健
康
教
室
」
介
護
予
防
の
講
和

を
行
う
も
の
で
10
月
ま
で
33
ク

ラ
ブ
延
べ
２
５
８
人
が
参
加
。

参
加
者
の
反
響
は
好
評
を
博
し

て
い
る
。
②
介
護
予
防
推
進
員

制
度
は
「
あ
っ
た
か
常
総
プ
ラ

ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

で
、
研
修
会
に
は
１
７
３
人
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
受
講
終
了

者
に
は
認
定
書
を
発
行
し
推
進

員
と
し
て
地
域
の
介
護
予
防
推

進
に
中
心
的
取
り
組
み
を
行

う
。
③
運
動
普
及
推
進
員
に
つ

い
て
現
段
階
で
は
育
成
計
画
が

な
い
の
で
、
研
究
課
題
と
し
た

い
。（
再
答
弁
）
①
人
数
は
少

な
い
と
思
う
の
で
多
く
な
る
方

策
を
考
え
た
い
。
②
全
講
習
会

に
出
席
す
る
必
要
は
な
い
。
③

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
運
動
指
導

士
や
体
育
指
導
員
も
含
め
て
活

用
で
き
な
い
か
、
研
究
課
題
と

し
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

者
の
現
状
を
尋
ね
る
。

「
運
動
普
及
活
動
推
進
員
」（
仮

称
）
の
取
り
組
み
の
考
え
は
あ

る
か
。（
再
質
問
）
①
こ
う
い

う
教
室
が
沢
山
開
か
れ
る
こ
と

を
希
望
す
る
が
、
参
加
人
数
が

少
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ど
う

か
。
②
常
総
市
介
護
予
防
推
進

員
は
受
講
項
目
を
全
部
受
け
な

い
と
受
講
修
了
者
に
な
ら
な
い

の
か
。
③
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

さ
ん
に
講
師
と
し
て
取
り
組
め

な
い
か
。

答�

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
① 

「
は

つ
ら
つ
教
室
」
は
平
成
21
年
度

２
０
７
人
が
特
定
高
齢
者
と
認

定
さ
れ
、
希
望
者
74
人
に
こ
の

事
業
を
実
施
。「
い
き
い
き
教

室
」
は
市
内
12
地
区
の
公
民
館

で
11
月
ま
で
延
べ
１
２
６
５
人

が
参
加
。「
福
寿
健
康
相
談
」

総
・
下
妻
学
校
給
食
組
合
か
ら

の
脱
退
ま
た
は
解
散
が
前
提
に

な
る
。
下
妻
千
代
川
地
区
の
給

食
の
確
保
（
受
託
方
式
の
検

討
）、
施
設
整
備
、
財
産
処
分
、

建
設
時
の
起
債
の
未
償
還
の
取

り
扱
い
、
職
員
の
処
遇
等
の
課

題
を
下
妻
市
と
解
決
に
向
け
協

議
し
、
早
期
に
一
元
化
で
き
る

よ
う
に
進
め
た
い
。

も
か
ら
む
こ
と
か
ら
両
広
域
事

務
所
の
構
成
市
町
の
理
解
を
得

な
が
ら
早
期
に
一
元
化
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
。

　

�（
教
育
部
長
）
③
学
校
給
食
の

一
元
化
を
図
る
た
め
に
は
常

う
が
、
ど
う
か
。（
再
質
問
）

難
し
い
の
は
解
っ
て
聞
い
て
い

る
。
た
だ
難
し
い
か
ら
と
い
っ

て
手
を
つ
け
な
い
の
は
行
政
の

怠
慢
で
は
な
い
か
。

答�

弁
（
企
画
総
務
部
長
）
①
広
域

消
防
に
つ
い
て
は
県
の
「
消
防

広
域
化
計
画
」
に
先
ん
じ
て
石

下
地
区
を
常
総
広
域
消
防
へ
編

入
し
広
域
消
防
の
一
元
化
を
進

め
て
い
る
。
消
防
団
に
つ
い
て

は
、
指
揮
系
統
が
分
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
早
期
の
統
一
を
図

り
た
い
。

　

�（
市
民
生
活
部
長
）
②
ク
リ
ン

ポ
ー
ト
・
き
ぬ
は
施
設
の
処
理

能
力
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
は
事

実
で
す
。
広
域
事
務
の
一
元
化

特
に
ゴ
ミ
処
理
の
場
合
に
は
施

設
整
備
に
要
す
る
費
用
が
高
額

な
た
め
設
置
時
期
に
合
わ
せ
て

実
施
し
な
い
と
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
の
新

築
施
設
が
稼
動
す
る
平
成24

年
度
は
良
い
機
会
と
い
え
る
。

双
方
の
広
域
行
政
機
構
の
調
整

○�

消
防
行
政
、
ゴ
ミ
行
政
、
給
食

の
統
合
に
つ
い
て
。

質�

問　

合
併
し
て
今
春
１
月
で
丸

四
年
経
過
す
る
が
合
併
の
効
果

が
出
て
い
な
い
と
思
う
。
ま
ず

一
点
目
、
統
合
に
関
し
て
一
番

難
し
い
と
思
わ
れ
る
消
防
行

政
。当
市
と
同
じ
よ
う
な
人
口
、

面
積
の
市
で
は
ど
の
よ
う
な
解

決
策
を
取
っ
て
い
る
か
。
そ
れ

と
旧
石
下
消
防
団
と
旧
水
海
道

消
防
団
が
統
合
さ
れ
な
い
理

由
、
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

二
点
目
ゴ
ミ
行
政
。
常
総
広
域

と
下
妻
広
域
の
二
つ
に
参
加
し

て
い
る
が
、
常
総
広
域
で
新
し

く
焼
却
炉
を
建
設
す
る
が
当
市

負
担
分
は
ど
の
く
ら
い
か
。
一

本
化
へ
向
け
て
の
考
え
と
時
期

を
聞
き
た
い
。
三
点
目
運
営
組

織
が
異
税
な
る
給
食
行
政
で
は

同
じ
金
を
納
め
て
い
て
食
材
の

献
立
や
値
段
が
違
う
の
は
不
自

然
で
は
な
い
か
。
市
民
の
た
め

に
安
心
安
全
、
ま
た
税
金
の
有

効
な
使
い
方
と
い
う
の
が
、
市

長
の
最
も
大
切
な
責
務
だ
と
思

○�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

質�

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
介
護
を
必
要
と
し
な
い
方
の

中
で
も
生
活
機
能
が
低
下
し
て

い
る
虚
弱
な
方
々
と
要
支
援

１
、２
の
方
々
が
対
象
と
な
る

が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ

い
て
尋
ね
る
。
①
介
護
予
防
事

業
「
は
つ
ら
つ
教
室
」
と
介

護
予
防
普
及
啓
発
事
業
「
い

き
い
き
教
室
」「
シ
ル
バ
ー
教

室
」「
福
寿
健
康
相
談
」
の
内

容
、
参
加
者
数
ま
た
参
加
者
の

反
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

②
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事

業
の
介
護
予
防
推
進
制
度
の
創

設
に
よ
る
「
常
総
市
介
護
予
防

推
進
員
」
の
担
う
役
割
に
つ
い

て
尋
ね
る
。
③
当
市
独
自
の

一

般

質

問

一

般

質

問

　
名
通
告
順

11


